
 

 
第 152回 

一般社団法人 日本脳神経外科学会 関東支部学術集会 
 

日  時 ： 2023年 12月 9日(土) 

会  場 ： 御茶ノ水ソラシティ カンファレンスセンター 
  〒101-0062 東京都千代田区 神田駿河台 4-6 御茶ノ水ソラシティ 2F 
  TEL：03-6206-4855 

会  長 ： 中冨 浩文 （杏林大学医学部脳神経外科) 
  

  

http: / /solacity.jp/cc/access/  

◎最寄駅 
JR中央線・総武線 「御茶ノ水」駅 聖橋口から徒歩1分 
東京メトロ千代田線 「新御茶ノ水」駅 B2出口【直結】 
東京メトロ丸ノ内線 「御茶ノ水」駅 出口1から徒歩4分 
都営地下鉄新宿線 「小川町」駅 B3出口から徒歩6分  
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◆ 受付開始時間 

8：30～ 

◆ 学会参加費： 2,000円（当日現地にご来場の際は、会場でお支払ください） 

脳神経外科学会会員証カードによるクレジット登録が可能です。 

◆ 演者の方へ 

・ 発表時間： 発表5分 討論2分 

・ 発表形式： PCプロジェクター1面 

・ ご発表データはUSBメモリーまたはご自身のPCでお持ちください。動画をご使用の場合および
Macintoshをご使用の場合は、必ずご自身のPCをお持ちください。ご発表データはWindowsの
PowerPointで再生可能な形式として、ファイル名は「演題番号 お名前」としてください。 

・ プロジェクターとの接続はミニD-SUB15ピン端子もしくはHDMIとなります。持込PCによっては専用の
出力アダプターが必要となりますので、必ずご持参ください。 

◆ ランチョンセミナー 12:15～13:15 

※昼食をご用意いたしておりますが、数に限りがありますことをご了承ください。 

※脳神経外科診療領域講習対象セッションとなります。 

◆ 支部理事会： 15:30～ 「RoomA」（1F) にて開催いたします。 

役員の先生方はご出席をよろしくお願いいたします。 

◆ 安全講習、FD講習はございません。 
 
一般社団法人日本脳神経外科学会ホームページ 
（https://jns-official.jp/meeting/branch/kt-152）より、プログラムと抄録集がダウンロードできます。 
 

脳神経外科診療領域講習のご案内 

 
脳神経外科専門医の先生は、脳神経外科診療領域講習の単位取得が必要（5年間 20単位）となります。 
本学会では 1単位の取得が可能です。以下の講習が単位取得の対象となります。 
当日は必ず ICカードをご持参ください。 
ランチョンセミナー1 
 『くも膜下出血治療 update』 
ランチョンセミナー2 
 『脳血管障害に対するトータルケア ～ペランパネル単剤治療戦略も含めて～』 
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A会場  A会場（ソラシティカンファレンスセンター 1F RoomC） 

■ 開会挨拶 8:55～9:00 

■ A1：血管障害1 (くも膜下出血) 9:00～9:35 

座長：末永 潤（横浜市立大学医学部・医学研究科 脳神経外科学教室） 

A1-1 開頭クリッピング術後の当院におけるクラゾセンタンの治療成績 
 自治医科大学脳神経外科 小河原 昇 

A1-2 WFNS grade 5のくも膜下出血に対するクラゾセンタンの使用経験 
 市立青梅総合医療センター脳神経外科 福田 翔 

A1-3 たこつぼ心筋症へのクラゾセンタンの使用経験 
 千葉県総合救急災害医療センター脳神経外科 谷口 環 

A1-4 Clazosentan使用下での血中Na及び尿中Naの推移 
 国立国際医療研究センター病院脳神経外科 津田 峻基 

A1-5 重症脳血管攣縮を呈したpretruncal non-aneurysmal SAHの一例 
 横浜新都市脳神経外科病院 岩崎 充宏 

■ A2：血管障害2 (動脈瘤) 9:40～10:25 

座長：近藤 康介（東邦大学医学部医学科 脳神経外科学講座(大森)） 

A2-1 当院におけるくも膜下出血の開頭手術後brain saggingの検討 
 水戸ブレインハートセンター脳神経外科 今井 大也 

A2-2 VADAによる最重症SAHにProximal occlusionとOA-PICA bypass術を施行した一例 
 杏林大学医学部脳神経外科 岡田 啓 

A2-3 後大脳動脈の仮性動脈瘤による急性硬膜下血腫の1例 
 日本赤十字社医療センター脳神経外科 久保山 まりか 

A2-4 STA-MCA bypass後、吻合部瘤に対してclippingを施行した1例 
 東京医科大学脳神経外科 小野寺 翔 

A2-5 当院での経橈骨動脈アプローチを使用したFlow diverter治療経験 
 横浜医療センター脳神経外科 野田 尚志 

A2-6 瘤体部からSCAが分枝するBA-SCA瘤をerlenmeyer flask techniqueでコイル塞栓した一例 
 医療法人社団昌医会葛西昌医会病院脳神経外科 矢富 謙治 
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■ A3：血管障害3 (脳内出血) 10:25～10:55 

座長：道脇 悠平（国際医療福祉大学成田病院 脳神経外科） 

A3-1 減圧開頭を要した被殻出血に併発した発作性交感神経過活動の一例 
 東京女子医科大学附属足立医療センター脳神経外科 神部 茉由 

A3-2 2度目の脳室内出血から2ヶ月後に巨大被殻出血を発症したもやもや病の1例 
 相模原協同病院脳卒中センター 佐藤 政哉 

A3-3 被殻出血に対するTranssylvian transinsular approachによる開頭血腫除去術の手術成績とその工夫 
 NTT東日本関東病院脳神経外科 松藤 寛 

A3-4 sphenobasal veinでシルビウス静脈が灌流する脳幹部海綿状血管腫にtranspetrosal  
approachを行った一例 

 東邦大学医学部医学科脳神経外科学講座 (大森) 栄山 雄紀 

■ A4：血管障害4 (硬膜動静脈瘻ほか) 11:00～11:35 

座長：大塚 邦紀（東京医科大学八王子医療センター 脳神経外科） 

A4-1 横静脈洞S状静脈洞部硬膜動静脈瘻に対する経動脈的塞栓術の術前後を通して 
頭蓋内皮質静脈逆流路に生じたVarix形成から消退までを捉えることができた1例 

 北里大学医学部脳神経外科 山本 大輔 

A4-2 3次元合成画像(fusion image)を用いて直達手術で治療を行ったテント部硬膜動静脈瘻の１例 
 虎の門病院脳神経外科 臺 もなみ 

A4-3 右S状静脈洞狭窄・左内頚静脈閉塞を伴う両側TS-SS dAVFに対してTAEおよびPTAを 
実施した一例 

 新座志木中央総合病院脳神経血管内治療科 塩川 諒治 

A4-4 医原性を含めて同側の椎骨動脈解離を4回繰り返した1例 
 東京医科歯科大学血管内治療科 白石 美登里 

A4-5 外視鏡を用いた手術修練 専攻医として感じた利点と課題 
 千葉市立海浜病院脳神経外科 足立 広祐 

■ A5：血管障害5 (虚血) 11:35～12:05 

座長：藤井 照子（杏林大学医学部 脳神経外科） 

A5-1 たこつぼ心筋症による心原性脳塞栓症に対して機械的脳血栓回収療法を施行した一例 
 深谷赤十字病院脳神経外科 今井 啓之 

A5-2 肺癌に対する右肺上葉切除後に脳底動脈急性閉塞を発症した一例 
右肺葉切除は術後脳梗塞発症のリスクとなりえるか？ 

 日本医科大学多摩永山病院脳神経外科 馬場 栄一 

A5-3 TIAで発症し汎血行再建術で治療したWyburn mason syndromeの1例 
 日本医科大学千葉北総病院脳神経外科 白銀 一貴 

A5-4 頭蓋内主幹動脈閉塞を繰り返し脳ヘルニアに至った肺腺癌に伴うTrousseau症候群の1例 
 群馬大学医学部脳神経外科 後藤 優太 
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■ ランチョンセミナー1：くも膜下出血治療 update 12:15～13:15 
座長：中冨 浩文（杏林大学医学部 脳神経外科） 

LS1-1 治験から参加した当院でのクラゾセンタン使用の現状 
 国立国際医療研究センター病院 脳卒中センター 脳神経外科 井上 雅人 

LS1-2 クラゾセンタンを上手に使いこなす理 
 広島北部医療センター 安佐市民病院 脳神経外科・脳血管内治療科 松重 俊憲 
 

共催：イドルシア ファーマシューティカルズ ジャパン株式会社 

■ A6：血管障害6 (頚動脈ほか) 13:20～14:05 

座長：堀川 弘吏（虎の門病院 脳神経外科） 

A6-1 CEA high riskと判断した内頚動脈狭窄症の3例 
 三郷中央総合病院脳神経外科 原田 雅史 

A6-2 総頸動脈単独狭窄症に対する頸動脈内膜剥離術の適応と戦略 
 東京ベイ・浦安市川医療センター脳神経外科 綾部 風雅 

A6-3 Lemierre症候群による脳膿瘍の経過中に来した頭蓋内動脈狭窄の原因診断にSPECTが 
有用であった一例 

 関東労災病院脳神経外科 酒井 亮輔 

A6-4 進行性の内頸動脈高度狭窄症に対し、緊急ステント留置術と血栓吸引にて再開通をえた一症例 
 杏林大学医学部脳卒中医学教室 中西 郁 

A6-5 頸部巨大内頸動脈瘤に対する血管内治療戦略 
 慶應義塾大学医学部脳神経外科 若原 聡汰 

A6-6 術中ICGが有効であったBow Hunter症候群の一例 
 公立昭和病院脳神経外科 岡部 宏樹 

■ アフタヌーンセミナー1 14:15～14:45 
座長：齊藤 邦昭（杏林大学医学部 脳神経外科） 

AS1 開頭術後の形成外科的な創部マネージメント ～人工物感染の予防と治療～ 
 杏林大学医学部 形成外科 成田 圭吾 
 

共催：株式会社ベアーメディック 
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■ A7：感染症ほか 14:50～15:20 

座長：岩崎 充宏（横浜新都市脳神経外科病院 脳神経外科） 

A7-1 経胸壁心臓超音波検査によるマイクロバブルテストから肺動静脈瘻を同定しえた脳膿瘍の1例 
 東邦大学医療センター大橋病院脳神経外科 佐藤 詳 

A7-2 脳幹部ノカルジア膿瘍の一例 
 武蔵野赤十字病院脳神経外科 中野 智行 

A7-3 頭蓋底に主座を置く小児神経サルコイドーシスの一例 
 日本大学医学部脳神経外科 下村 直也 

A7-4 右顎関節に生じた巨大偽痛風の1例 
 東京警察病院脳神経外科 関 総一郎 

■ 閉会挨拶 15:20～15：30 
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B会場  B会場（ソラシティカンファレンスセンター 1F RoomB） 

■ B1：悪性腫瘍1 9:00～9:35 

座長：鈴木 智成（埼玉医科大学国際医療センター 脳脊髄腫瘍科） 

B1-1 摘出術後早期に悪性転化に似た画像的挙動を示した低悪性度神経膠腫の一例 
 埼玉医科大学総合医療センター脳神経外科 大西 叡和 

B1-2 視神経/視床下部毛様細胞性星細胞腫の嚢胞拡大に対して内視鏡的嚢胞開窓術が 
奏功した一例 

 東京都立小児総合医療センター脳神経外科 河野 まや 

B1-3 BRAF融合遺伝子陽性の進行・再発の低悪性度神経膠腫または膵癌に対するビニメチニブ
の第Ⅱ相医師主導治験 

 国立がん研究センター中央病院脳脊髄腫瘍科 大野 誠 

B1-4 外視鏡を用いた脳腫瘍手術における蛍光診断の有用性 
 日本医科大学脳神経外科 樋口 直司 

B1-5 大型嚢胞性病変を伴う脳腫瘍に対する嚢胞持続ドレナージ術を併用した定位的分割照射
の有用性 

 横浜労災病院脳神経外科 岩本 敬 

■ B2：悪性腫瘍2 9:40～10:15 

座長：大野 誠（国立がん研究センター中央病院 脳脊髄腫瘍科） 

B2-1 再発中枢神経系原発悪性リンパ腫患者におけるチラブルチニブの治療成績 
 杏林大学医学部脳神経外科 小野田 凌 

B2-2 脳室内播種をきたしたロゼット形成性グリア神経細胞腫瘍の1例 
 東京慈恵会医科大学脳神経外科 縄手 祥平 

B2-3 髄液中胎盤性アルカリフォスファターゼの測定が鑑別に有用であったbi-focal所見を示した
中間型松果体実質腫瘍(PPTID)の一例 

 東京女子医科大学脳神経外科 伊藤 光希 

B2-4 中枢神経原発神経内分泌がんの１例 
 横浜市立大学附属市民総合医療センター脳神経外科 岡﨑 耀太郎 

B2-5 経前脈絡叢動脈塞栓術後に全摘出した幼児脈絡叢乳頭癌の1例 
 横浜市立大学大学院医学研究科脳神経外科学 山下 遼  
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■ B3：良性腫瘍1 10:20～10:55 

座長：久須美 真理（北里大学メディカルセンター 脳神経外科） 

B3-1 間質性肺炎を合併したbilateral parafalcine meningiomaに対し自発呼吸下での 
開頭腫瘍摘出術を行った一例 

 千葉大学医学部脳神経外科 河野 敬介 

B3-2 開頭クリッピング術の術中操作により、併存する髄膜腫の栄養血管血流分布に変化を来した一例 
－メカニズムの考察－ 

 社会医療法人財団石心会埼玉石心会病院脳神経外科 徳重 一雄 

B3-3 3種の組織型が混在する病理組織像を呈した髄膜種の一例 
 順天堂大学医学部附属練馬病院脳神経外科 室伏 敬介 

B3-4 Clinoidal meningiomaと考えextradural temporopolar approachにて摘出を行った１例 
 防衛医科大学校脳神経外科 植木 航 

B3-5 硬膜動静脈瘻塞栓術時の放射線被曝が原因とおもわれた多発性髄膜腫と海綿状血管腫 
 順天堂大学医学部附属浦安病院脳神経外科 山髙 元暉 

■ B4：良性腫瘍2 11:00～11:35 

座長：堀口 健太郎（千葉大学大学院医学研究院 脳神経外科学） 

B4-1 術前診断に苦慮した斜台部腫瘍の一例 
 群馬大学医学部脳神経外科 登坂 美里 

B4-2 髄液鼻漏を主訴に発症した斜台部脊索腫の一例 
 埼玉医科大学国際医療センター脳脊髄腫瘍科 望月 賢紀 

B4-3 小脳血管芽腫の術後12年で髄液播種をきたした一例 
 順天堂大学医学部脳神経外科 渡邉 碧音 

B4-4 Gamma Knife Iconによる定位放射線手術が奏功した迷走神経傍神経節腫瘍の一例 
 東京大学医学部脳神経外科 中村 正幸 

B4-5 頭蓋咽頭腫との鑑別が困難であった小児鞍上部黄色肉芽腫の1例 
 帝京大学医学部脳神経外科 大本 裕次郎 

■ B5：機能 11:35～12:05 

座長：石下 洋平（自治医科大学 脳神経外科） 

B5-1 前下小脳動脈の顔面神経貫通によって片側顔面痙攣をきたした一例 
 東京医科歯科大学脳神経外科 髙野 祐二 

B5-2 Persistent Primitive Trigeminal Arteryからのanomalous AICAが関与した再発三叉神経痛の1例 
 亀田総合病院脳神経外科 成田 啓暉 

B5-3 BA-SCA未破裂脳動脈瘤を合併した椎骨―脳底動脈を責任血管とする三叉神経痛に対して 
微小血管減圧術を施行した１例 

 国際医療福祉大学成田病院脳神経外科 雲野 崇大 

B5-4 右頭頂葉腫瘤性病変から焦点てんかんを発症し、焦点切除術でコントロールを得た一例 
 東京都立神経病院脳神経外科 久米 遼 
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■ ランチョンセミナー2 12:15～13:15 
座長：丸山 啓介（杏林大学医学部 脳神経外科学教室） 

LS2 脳血管障害に対するトータルケア ～ペランパネル単剤治療戦略も含めて～ 
 埼玉医科大学国際医療センター 脳卒中外科 鈴木 海馬 
 

共催：エーザイ株式会社 

■ B6：水頭症 13:20～13:45 

座長：鶴淵 隆夫（筑波大学医学医療系 脳神経外科） 

B6-1 圧可変式シャントバルブの圧調整用円盤（カム）が脱落したシャント機能不全の一例 
 土浦協同病院脳神経外科 高橋 翔太 

B6-2 脳室-腹腔シャント術後の患者における慢性硬膜下血腫の治療-case reportと文献的考察- 
 聖マリアンナ医科大学脳神経外科 圓谷 研人 

B6-3 第4病日に閉塞性水頭症を発症した脳室内出血の1例 
 公立館林厚生病院脳神経外科 山本 夢己 

■ B7：脊髄 13:45～14:15 

座長：國保 倫子（日本医科大学千葉北総病院 脳神経外科） 

B7-1 NF1に伴う症候性椎間孔部嚢胞に対して施行した嚢胞内脂肪充填術 
 群馬大学医学部脳神経外科 養田 淳貴 

B7-2 Thoracic schwannoma 外視鏡手術の一例 
 東京医科大学八王子医療センター脳神経外科 吉岡 大和 

B7-3 胸椎腹側硬膜欠損を認めた脊髄くも膜下血腫の1例 
 山梨大学医学部脳神経外科 丹澤 亜由佳 

B7-4 脊柱管内外に進展し神経鞘腫との鑑別困難であったAnastomosing Hemangiomaの一例 
 国立がん研究センター中央病院脳脊髄腫瘍科 藤田 昇平 

■ アフタヌーンセミナー2 14:15～14:50 
座長：野口 明男（杏林大学医学部 脳神経外科） 

AS2 エムガルティとレイボーの登場による頭痛治療Up to Date～脳過敏症候群を含めて～ 
 東京女子医科大学 脳神経外科 清水 俊彦 
 

共催：日本イーライリリー株式会社/第一三共株式会社 
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■ B8：外傷 14:55～15:20 

座長：大渕 英徳（東京女子医科大学附属足立医療センター 脳神経外科） 

B8-1 高齢者の軽症頭部外傷における急性期頭蓋内出血の検討 
 日本大学病院脳神経外科 奈良 薫 

B8-2 高度な脳血管攣縮とそれに続く外傷性脳動脈瘤破裂により重症脳卒中に至った 
外傷性SAHの一例 

 杏林大学医学部脳神経外科 鍵渡 洋樹 

B8-3 頭頸部外傷歴のないtraumatic neuromaの一例 
 筑波大学医学医療系脳神経外科 芥川 和樹 

  


